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膜下に注入し，3～24時間に経時的に撮像を行った．一

方，クエン酸67Gaを静注し，リンパ節への取り込みを

検討した．基礎的検討として，TLCにて99mTcレニウ

ムコロイドの純度，ウサギに静注した場合の体内分布の

検討を行った．

　対象は非食道疾患9例，食道癌5例である．

　結果：TLCによる99mTcレニウムコロイドの純度は

標識後1．5時間，4時間でそれぞれ89．5％，87．1％であ

った．ウサギに静注した場合，大部分が肝に取り込まれ

たが，フチン酸に比し腎からの排泄が多い印象を受けた．

胃の描画も認められた．67Ga静注ではリンパ節転移の

有無に関して全く情報は得られなかった．非食道疾患例

では注入部位の差により，頸部リンパ節と腹部リンパ節

が共に集積を示した群と，頸部リンパ節にのみ集積に示

した群に分けられた．食道癌例ではRI集積所見と組織

学的所見との間に関連を見い出せなかったが，高度リン

パ節転移例で注入部位よりのRIの移動がみられない症

例を認め，リンパ節転移の存在を強く疑うことが可能で

あった．

　99mTcレニウムコロイドによる食道リンパ節シンチグ

ラフィーの問題点を示した．

　今後さらに症例を重ねて検討したい．
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ずれの関心領域でも，時間一放射能曲線は比較的明瞭な

立ち上がりを示した．また，鼠径部リンパ節部曲線は時

間の経過とともにプラトーを呈したが，伏在静脈近位部

曲線は比較的明瞭なピークを示し，時間の経過とともに

下降した．この傾向は皮内注射部位を大腿遠位部とした

場合により明瞭であった．一方，伏在静脈近位部曲線に

おいては，いずれの症例も脈状または階段状波形を示し

た．6症例における左右の伏在静脈近位部曲線の立ち上

がり（出現）時間，ピーク時間ならびに脈状または階段状

波形の出現程度を調べたところ，下肢の浮腫あるいはリ

ンパ管造影異常と関連のあることを認めた．今後さらに

症例を増やし，連続サブトラクションを加えて報告した

い．
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　RIリンフォグラフィから求めた関心領域の時間一放

射能曲線より下肢リンパ流動態を検討した．

　RIリンフォグラフィは，両足背皮内にそれぞれ約

2mCiの99mTc一レニウムコロイドを注射し，その直後

から60分間の鼠径部を中心とした画像データをシンチ

カメラにて収録した．次に，収録した15秒／フレームの

画像データから両側伏在静脈近位部ならびに鼠径リンパ

節部に関心領域を設定し，それぞれの時間一放射能曲線

を求めた．対象は腹部RJリンフォグラフィを依頼され

た子宮癌，悪性リンパ腫など6症例で，その内4症例

にて下肢の浮腫あるいはリンパ管造影異常を認めた．い

　われわれは，99mTc－MDPによる骨シンチグラフィー

にて描出し得た骨外集積例を7例経験し，今回，特に自

然経過中に石灰化した胆管癌および抗癌剤投与中に石灰

化した興味ある症例を呈示し，若干の文献的考察を加え

報告した．

　骨外集積7例の内訳は，胆管癌1例，直腸癌肝転移

2例，胃癌肝転移1例，直腸癌肺転移1例，S宇状結腸

肺転移1例，胃癌リンパ節転移1例であり，なお，集

積部位は，肝4例，肺2例，リンパ節1例であった．

組織型は確認し得なかった1例を除き全例腺癌であり，

分化の程度に一定の傾向は認められなかった．Caの確

認は単X純線とCTによったが，単純X線では1例

のみ，CTでは4例中3例にHigh　densityとして認め

られた．Ca沈着の発生経過は2例が自然経過中，5例

が抗癌剤投与中の症例であり，Ca沈着の原因の一つに

抗癌剤の作用が考えられた．リン酸化合物の集積機序は，

Caとの関連が重要視され，壊死，変性組織への石灰沈

着，いわゆるdistrophic　calcificationとの結合により集

積像を呈するものと推定された．

Presented by Medical*Online


	0559



